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  ＜一人一人の人権が尊重される社会を目指して＞ 

 

 

重 

点 

◇ 各町・各学校の実情に即し、

それぞれの場における目指

す姿を明らかにした全体計

画を作成、実施する。 

◇ 学習会・研修会の実施によっ

て、人権に関わる諸問題への

正しい認識と理解を深める。 

◇ 各種研修会参加等を通し、す

べての教職員及び社会教育

関係者等が確かな人権感覚

を身に付ける。 

◇ 地域社会や学校における今

日的な課題を踏まえ、学習内

容を精選するとともに学習

資料・広報資料の活用を進め

る。 

【啓発活動年間強調事項 １７項目】 
①「女性の人権を守ろう」      ⑧「ＨＩＶ感染者やハンセン病患者等に対する偏見や差別をなくそう」  ⑮「性自認を理由とする偏見や差別をなくそう」           

②「子どもの人権を守ろう」            ⑨「刑を終えて出所した人に対する偏見や差別をなくそう」  ⑯「人身取引をなくそう」     

③「高齢者の人権を守ろう」           ⑩「犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう」       ⑰「東日本大震災に起因する偏見や差別をなくそう」 

④「障がいを理由とする偏見や差別をなくそう」  ⑪「インターネットを悪用した人権侵害をなくそう」 

⑤「同和問題に関する偏見や差別をなくそう」   ⑫「北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深めよう」 

⑥「アイヌの人々に対する偏見や差別をなくそう」 ⑬「ホームレスに対する偏見や差別をなくそう」    

⑦「外国人の人権を尊重しよう」         ⑭「性的指向を理由とする偏見や差別をなくそう」        

                                                     第６８回 人権週間の強調事項資料より 

人 権 教 育 の 方 針 と 重 点 

 * 子どもや家庭・地域社会の人々の人権に関する理解と認識をより一層深める。 

 * 子どもや家庭・地域社会の人々が積極的に人権問題を解決する意欲を高める。 

平和であたたかい人間関係づくり 

    ◆ 人権問題についての正しい理解と認識に基づく人権尊重の精神の育成 

   ◆ 人権に関わる課題を踏まえた、計画的かつ組織的な人権教育の推進 

 

方 

針 


